
平成３０年（２０１８年）５月２５日 

教 育 委 員 会 資 料  

教育委員会事務局子ども特別支援担当 

 

 

平成３０年度の特別支援教育の取組について 

 

１．特別支援教育の体制 

発達障害を含む障害のある幼児、児童・生徒に対して、一人ひとりの教育的ニーズを把握し 

適切な教育や指導を通じて必要な支援を行っている。 

全小・中学校で校内委員会を設置し特別支援教育コーディネーターを指名している。 

また、教育委員会事務局に、臨床心理士、医師等で構成される支援スタッフを設置し、区立 

幼稚園、小・中学校で巡回相談を行っている。 
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２．一人ひとりの教育ニーズに応じた指導を行うためのしくみ 

（１）校内体制 

 

 

 

（２）副籍制度 

都立特別支援学校に在籍する児童・生徒のうち、原則として希望する児

童・生徒が、居住する地域の小・中学校に副次的な籍(副籍)を持ち、学校

行事等様々な交流を通じて地域とのつながりの維持・継続を図っている。 

 

（３）介助員の配置 

特別支援学級及び小学校に介助員を配置している。また、通常の学級に

在籍する身体的な障害のある児童・生徒について安全確保を図るため、介

助員を配置している。 

 

（４）特別介助員の配置 

通常の学級に在籍する障害のある児童・生徒について安全確保を図るた

め、校外学習や水泳時(体育授業・夏季休業日)等に特別介助員を配置して

いる。 

 

 

 

 

 

特別支援教育コーディネータ
ーは、支援を必要とする子ども
や保護者に対して、適切な支援
を実施するために、校内の教職
員や関係機関、専門機関との連
携・調整を行う。 

相相  談談  

 校内委員会を
定期的に、又は必
要に応じて開催
し、支援を必要と
する子どもの具
体的な対応につ
いて検討を行う。 

検検  討討  

具体的な子ども、担任への支援 

○特別支援教室（巡回指導）によ
る支援 

○個別指導、ＴＴ、少人数などに
よる支援 

○子どもが落ち着ける場所の確保 
○医療機関等専門機関との連携 
○特別支援学校との連携による支
援 

○全教職員の共通理解に基づく指
導分担 

○支援状況の確認と改善など 
 

校内委員会の役割 

○特別な教育的支
援を必要とする
児童・生徒の実
態把握及び支援
策の検討 

○校内の関係者と
連携した個別指
導計画の検討・
作成・検証 

○校内研修の実施 
 

 

適 切 な 

教育支援 

担 任 特別支援教育コーディネーター 校内委員会 

支援スタッフによる巡回相談 
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３．発達に課題のある児童に対する特別支援教室における巡回指導（小学校） 

（１）特別支援教室における巡回指導 

平成２８年度より区内の全小学校に特別支援教室を設置し、発達に課題

があり特別な教育的指導が必要な児童を対象として、教員が児童の在籍校

に出向いて指導を実施している。 

 

（２）拠点校、巡回校および利用児童数         （単位：人） 

 拠点校 
巡回 

校数 
担当校 

利用児童数 

（４月現在） 
巡回指導教員数 

28

年度 

29

年度 

30

年度 

28

年度 

29

年度 

30

年度 

１ 中野本郷 ５ 

中野本郷、桃園、 

向台、南台、 

みなみの 

２５ ３９ ５０ ４ ４ ５ 

２ 塔山 ５ 

塔山、桃園第二、 

谷戸、桃花、 

白桜 

２４ ３０ ３９ ３ ３ ４ 

３ 上高田 ６ 

上高田、江古田、 

新井、江原、緑野 

平和の森 

３９ ４２ ４６ ４ ４ ５ 

４ 鷺宮 ７ 

鷺宮、啓明、北原、

武蔵台、西中野、 

上鷺宮、美鳩 

３８ ４３ ４９ ５ ５ ５ 

 

 

 

 

 

（３）各校での取組 

各校の校内委員会が定着し、学校として指導方針を検討する体制を整え

た。 

校内委員会の構成：校長、副校長、特別支援教育コーディネーター、担

任教諭等 

 

（４）巡回指導開始による成果 

 ①在籍校での個別指導 

通級指導学級のように児童が在籍校を離れる負担がなく、在籍校で指導

が受けられるようになり、利用児童が増加した。 

 

 ②指導の充実 

在籍校において巡回指導教員が通常授業における指導や個別指導を行

うことで、在籍の担任と巡回指導教員が連携し、児童の状況に応じた個別

指導が充実した。 
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（５）巡回指導に係る今後の課題 

 ①個別課題の明確化 

巡回指導の目的は、児童の困難さを軽減、解消し、通常の学級での課題

解決が図られるようにすることである。解決すべき課題を明確にした上で

巡回指導を利用し、課題の解決後には指導を終了する流れを定着させる必

要がある。 

 

 ②指導開始手続きの見直し 

巡回指導が必要な児童が、できるだけ早期に指導を開始できるよう、利

用までのしくみを工夫する必要がある。 

（６）巡回指導支援委員会の開催実績 

年度 回数 審議件数 利用決定数 

２８ ７ ７５ ６８ 

２９ ９ ７２ ６５ 

 

（７）平成３０年度巡回指導支援委員会の開催予定 

 開催方法を見直し、南北のエリアに分けて開催することとした。 

 回数 開催月 開催校 

南エリア ４ 5 月、7月、11月、1月 中野本郷・塔山 

北エリア ４ 5 月、7月、11月、1月 上高田・鷺宮 

４．発達に課題のある生徒に対する指導（中学校） 

（１）通級指導学級における指導 

中野中学校に通級指導学級を設置し、発達に課題があり特別な教育的指

導が必要な生徒を対象として指導を実施している。 

 

中野中学校通級指導学級在籍生徒数・学級数（５月１日現在） 

２８年度 ２９年度 ３０年度 

２９人・３学級 ２４人・３学級 ２２人・３学級 

 

 

 

（２）中学校への特別支援教室及び巡回指導の導入 

平成３３年度当初までに中学校全校に特別支援教室を導入し、巡回指導

を開始するための手順等の検討を行う。 
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５．特別支援学級 

（１）就学相談受付件数 

 ２７年度 ２８年度 ２９年度 

小学校 ５１ ６０ ７７ 

中学校 ３２ ２１ ２８ 

計 ８３ ８１ １０５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）特別支援学級在籍児童・生徒数         （５月１日現在） 

 対象 学校名 学級名 ２８年度 ２９年度 ３０年度 

 

 

 

 

固 

定 

学 

級 

知的障害 桃園小 ひまわり学級 １４人 

(2 学級) 

 ９人 

(2 学級) 

 ９人 

(2 学級) 

新井小 こだま学級 ２６人 

(4 学級) 

２９人 

(4 学級) 

３０人 

(4 学級) 

江原小 わかば学級  ７人 

(1 学級) 

１０人 

(2 学級) 

１４人 

(2 学級) 

西中野小 しらさぎ学級 １２人 

(2 学級) 

１８人 

(3 学級) 

２０人 

(3 学級) 

みなみの小 神明学級 ―  ９人 

(2 学級) 

１３人 

(2 学級) 

美鳩小 あおぞら学級 ― １９人 

(3 学級) 

２３人 

(3 学級) 

第二中 Ｉ組 ２３人 

(3 学級) 

１８人 

(3 学級) 

２２人 

(3 学級) 

第四中 四葉学級 １４人 

(2 学級) 

１２人 

(2 学級) 

１３人 

(2 学級) 

第七中 Ｄ組 ２５人 

(4 学級) 

２５人 

(4 学級) 

２１人 

(3 学級) 

通 

級 

難聴 桃花小 きこえとことばの 

教室 

 ３人 

(1 学級) 

 ３人 

(1 学級) 

 ３人 

(1 学級) 

言語障害 ２０人 

(2 学級) 

３８人 

(2 学級) 

３３人 

(2 学級) 
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